
                                                                                                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

１ はじめに 

 本学は、航空工学科、情報電子システム工学科、

機械システム工学科、自然環境工学科、建築デザイ

ン学科の工学部のみを置く大学である。 

筆者は、教職課程の「工業科教育法」「教育実習」

「事前・事後指導」を担当している。取得できる教

員免許の種類は、学科によって異なるが、中学校教

諭一種免許状（技術・数学）、高等学校一種免許状

（工業・数学）である。 

入学してくる学生の内、教職を希望する者は、地

元鹿児島県をはじめ九州各県から進学してくる。そ

の大半が、普通科のある高校からの学生であるが、

例年２割近くの学生が工業科のある高校から進学し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ている。部活動経験者も多く、野球部、ソフトボー

ル部、陸上部、サッカー部など体育系が多く、大学

でも引き続きサークル活動で活躍している。高校で

の部活動未経験者も大学入学後は、学友会、ボラン

ティア活動、沖縄郷土芸能部など何らかのサークル

活動に所属している。明るく活動的な学生が多い。 

教員を目指す動機も、中学・高校時代の恩師との

出会いをあげる者が多いが、部活動顧問の精神的な

指導に刺激を受け指導者になりたいと志す者や不登

校の経験がありそれを救ってくれた恩師に影響を受

け教員を目指す学生もいる。 

 教職に就いた卒業生は、過去５年間を振り返ると、

毎年３人から７人の者が期限付き教諭や実習助手と

教育実習と関連科目の指導に関する考察 

－実習日誌と評価表との比較・分析－ 
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本学の「教育実習」を中心とした「事前・事後指導」などの関連科目や教職課程の他の
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して頑張っている。本学では、全国各地で教員とし

て活躍する卒業生の組織「教育会」を結成し支援し

ている。研修の場となり情報交換の場ともなってい

る。毎年１名から２名の者が、採用試験を受け正式

採用になっている。近年採用が、若干名と厳しい状

況が続き、企業の好調な求人もあり、教職への希望

者が少ない状況が続いている。 

教員免許取得者数を年度別に人数を見てみると、

平成 25年度 63名、平成 26年度 78名、平成 27年度

70名、平成 28年度 54名、平成 29年度 33名と減少

傾向にある。2020年問題を控え、教育水準の維持向

上のためにも、大学での「教科指導、生徒指導等に

関する『最小限必要な資質能力』」 の養成に努め教

職課程の充実を図る必要があると感じている。 

ここでは、教育職員養成審議会の第一次答申『新

たな時代に向けた教員養成の改善方策について』の

「今後特に求められる資質能力」について、本学の

「教育実習」を中心とした「事前・事後指導」など

の関連科目や教職課程の他の科目との連携した取組

について、本学の教職課程での課題や成果を、「教

育実習日誌」などを参考に考察する。 

 

２ 教員に求められる資質能力 

２－１ 教員に求められる資質能力 

（１）いつの時代も教員に求められる資質能力 

中央教育審議会は，1996年（平成 8）年７月に「２

１世紀を展望した我が国の教育の在り方について」

（第一次答申）を発表した。その「第２部第１章 こ

れからの学校の在り方 (2)新しい学校教育の実現

のための条件整備等 [2]教員の資質・能力の向上」

のなかで、これから求められる教員の資質・能力に

ついて説明している。 

「・・・略・・・教員に強く要請される、［生き

る力］をはぐくむ学校教育を展開するための豊かな

人間性と専門的な知識・技術や幅広い教養を基盤と

する実践的な指導力を培うためには、教員の養成、

採用、研修の各段階を通じ、施策の一層の充実を図

っていく必要がある。教員に求められる資質・能力

については、学校段階によって異なるが、教員養成

や研修を通じて、教科指導や生徒指導、学級経営な

どの実践的指導力の育成を一層重視することが必要

であると考えられる。・・略・・・」（中央教育審

議会第一次答申より一部抜粋）と実践的指導力の育

成の一層の重視を求めている。 

この答申を受け教育職員養成審議会は、1997(平成

9)年 7月の第 1次答申「新たな時代に向けた教員養

成の改善方策について」の提言の中で、「今後特に

教員に求められる具体的資質能力」において具体的

にその資質能力について述べている。 

教員に求められる資質能力を「いつの時代も教員

に求められる資質能力」、「今後特に教員に求めら

れる具体的資質能力」、｢得意分野をもつ個性豊かな

教員の必要性｣を上げている。 

「いつの時代も教員に求められる資質能力」は、

「専門的職業である『教職』に対する愛着、誇り、

一体感に支えられた知識、技能等の総体」であり、

「『素質』とは区別され後天的に形成可能なもの」

であると提示している。 

 

（２）今後特に教員に求められる具体的資質能力 

「今後特に教員に求められる具体的資質能力」に

ついては、上記の一般的な資質能力の上に、３つの

具体的資質能力が求められていると提言している。 

 

[参考図]今後特に教員に求められる具体的資質能力の例 

地球的視野に立って行動するための資質能力 

├地球，国家，人間等に関する適切な理解 

例：地球観，国家観，人間観，個人と地球 

や国家の関係についての適切な理解，社 

会・集団における規範意識 

 例：人間尊重・人権尊重の精神，男女平等 

の精神，思いやりの心，ボランティア精 

神  

└国際社会で必要とされる基本的資質能力 

 例：考え方や立場の相違を受容し多様な価 

値観を尊重する態度，国際社会に貢献す 

る態度，自国や地域の歴史・文化を理解 

し尊重する態度 

変化の時代を生きる社会人に求められる資質能力 

├課題解決能力等に関わるもの 
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例：個性，感性，創造力，応用力，論理的 

思考力，課題解決能力，継続的な自己教 

育力 

├人間関係に関わるもの 

例：社会性，対人関係能力，コミュニケー 

ション能力，ネットワーキング能力 

└社会の変化に適応するための知識及び技能 

    例：自己表現能力(外国語のコミュニケー 

ション能力を含む。)，メディア・リテ 

ラシー，基礎的なコンピュータ活用能力 

教員の職務から必然的に求められる資質能力 

├幼児・児童・生徒や教育の在り方に関する 

適切な理解 

  例：幼児・児童・生徒観，教育観（国家 

における教育の役割についての理解を 

含む。） 

├教職に対する愛着，誇り，一体感 

 例：教職に対する情熱・使命感，子ども 

に対する責任感や興味・関心 

└教科指導，生徒指導等のための知識， 

技能及び態度 

例：教職の意義や教員の役割に関する正 

確な知識，子どもの個性や課題解決能 

力を生かす能力，子どもを思いやり感 

情移入できること，カウンセリング・ 

マインド，困難な事態をうまく処理で 

きる能力，地域・家庭との円滑な関係 

を構築できる能力 

 

「今後特に教員に求められる具体的資質能力の

例」について、まとめると 

① 地球や人類の的視野に立って行動するための 

資質能力 

② 変化の時代を生きる社会人に求められる 

資質能力 

③ 教員の職務から必然的に求められる 

資質能力 

 これら３つのうち③については、さらに細かく求

めている。 

(1) 幼児・児童・生徒や教育の在り方に関する 

適切な理解 

○ 幼児・児童・生徒観，教育観（国家にお 

ける教育の役割についての理解を含む。） 

(2) 教職に対する愛着，誇り，一体感 

 ○ 教職に対する情熱・使命感，子どもに対 

する責任感や興味・関心 

(3) 教科指導，生徒指導等のための知識，技能 

及び態度 

○ 教職の意義や教員の役割に関する正確な 

知識，子どもの個性や課題解決能力を生か 

す能力，子どもを思いやり感情移入できる 

こと，カウンセリング・マインド，困難な 

事態をうまく処理できる能力，地域・家庭 

との円滑な関係を構築できる能力 

 以上のように、それぞれの資質能力として具体的

に例示している。 

 

２－２大学の教職課程の役割 

（１）教員の資質能力の形成過程 

昭和 62年答申で指摘されているように、「…教員

としての資質能力は、養成・採用・現職研修の各段

階を通じて形成されていくものであり、その向上を

図るための方策は、それぞれの段階を通じて総合的

に講じられる必要があり、教員の職責にふさわしい

資質能力は、教員養成のみならず教職生活を通じて

次第に形成されていくものである。」と述べている。 

教員の資質能力は、養成段階を含め教員の生涯に

わたり絶えずその向上が図られるべきものである。

大学を中心とした教員養成の果たすべき役割を明ら

かにする観点から、養成・採用・現職研修の各段階

の役割分担のイメージを以下に表している。 

 

[参考図]教員の資質能力の形成に係わる役割分担のイメージ 

養成段階 専攻する学問分野に係る教科内容の 

履修とともに、教員免許制度上履修が必要 

とされている授業科目の単位修得等を通じ 

て、教科指導、生徒指導等に関する「最小 

限必要な資質能力」（採用当初から学級や 

教科を担任しつつ、教科指導、生徒指導等 

の職務を著しい支障が生じることなく実践 
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できる資質能力）を身に付けさせる過程。 

採用段階 開放制による多様な教員免許状取 

得者の存在を前提に、教員としてより優 

れた資質能力を有する者を任命権者が選 

考する過程。 

現職研修段階 任命権者等が、職務上又は本人 

の希望に基づいて、経験年数、職能、担当 

教科、校務分掌等を踏まえた研修を施し、 

教員としての専門的資質能力を向上させる 

過程。うち、初任者研修は、初任者に採用 

当初から学級や教科を担任させつつ、上記 

の養成段階で修得した「最小限必要な資質 

能力」を、円滑に職務を遂行し得るレベル 

まで高めることを目的とするもの。現職研 

修段階には、このようないわば狭義の研修 

のほか、教員グループによる自主研修や教 

員自身の研鑽、さらには日々の教育実践を 

通じて資質能力の形成が図られる過程も含 

まれる。また、研修の内容としては、教員 

としての職務に直接的に関わるものはもと 

より、視野を広げることを目的とした社会 

体験研修なども含まれる。 

 

養成段階については、教科指導、生徒指導等に関

する「最小限必要な資質能力」について、採用当初

から学級や教科の担任を任され、教科指導、生徒指

導等の職務に支障が生じない資質能力、実践力を身

に付けさせることを求めている。 

このように養成段階にある大学は、「教員となる

際に必要な最低限の基礎的・基盤的な学修」を行う

段階であることを認識し、実践的指導力の基礎の育

成に努め，教職を体験させる教育実習が、教職課程

の学生に自らの教員としての適性を考えさせる機会

となるように充実させていく必要があると考える。     

教育実習を終えた学生は、その経験から教員として

の課題に気づき、事後指導や教職実践演習などの講

義が、課題解決の取組と教員としての必要な資質能

力について問い直し研究する機会となる。 

また、学校現場での実習は、教育に携わることの

難しさや厳しさを感じながら、学習指導の分かる授

業を目指したＩＣＴの活用、アクティブラーニング

による授業展開。生徒指導では、生徒理解、信頼関

係の構築。不登校やいじめ問題への対処方としての

カウンセリング技術など実践的指導力の必要性を、

あらためて感じている。 

ある学生の教育実習日誌には、初めての授業で挫

折感を味わい自信を失いそうになるが、教員を目指

す誠実な人柄が生徒や教員との信頼関係を育て、周

囲に励まされ教員としての可能性を自ら探ろうと懸

命に努力する姿が生き生きと表現されている。 

このように、教育実習は、教員を目指す学生にと

って自ら課題に気づきそれを克服しようとする機会

となっている。そのことは、教育実習までの間に教

育の基礎的理解に関する科目等についてしっかり学

修し、事前指導や総合演習などをとおして理解を深

め、その上で事後指導、教職実践演習などの講義を

とおして、教員を目指す自らの課題について課題解

決に取組、研究を深めていくことが必要であると考

える。 

 

３ 教育実習の考察 

３－１ 本学の教育実習の状況 

本学において 2013年から 2017年までの５年間に

「教育実習」に臨んだ者は、16 名、14 名、15 名、

12名、2名である。例年 15名程度であったが 2017

年度は、2名と極端に少ない人数となった。 

 

（１）教育実習の実習校での評価の方法 

 教育実習についての評価について考察する。評価

項目は、次の７項目である。評価項目欄には、一カ

所空白の欄を設けている。これは、実習校で取り上

げたい評価項目をあげてもらい評価していただくよ

うにお願いしているが、これまでその活用例はない。 

１）評価項目と内容 

① 「教職に対する自覚」 

職場に対する自分の考えを常に問い直し，実 

習を通して教職に対する自覚が深められたか。 

② 「生徒一人ひとりの価値の尊重」 

生徒一人ひとりの願いを感じとり，その可能性の

実現に向って，常に努力していたか。 
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③ 「他者の理解と自己の変革」 

指導教諭をはじめ教職員や仲間の実習生に対して

常に心を開き､理解しようと試み，そこで学んでいく

事柄を自分の実習に生かそうとしたか。 

④ 「教材研究」 

教科内容について学問的な研究を深め，それを基

礎にして教材を選択し､創意的に授業計画を立てよ

うとしたか。 

⑤ 「授業展開」 

生徒の表情や発言を的確に理解しながら，適切な

発問･説明･板書などによって意欲的な学習を展開さ

せようとしたか。 

⑥ 「生徒の集団活動の把握と指導」 

教科以外の生徒や学級の諸活動に積極的に参加し，自

治的集団活動の教育的意義を理解しようとしたか。 

⑦ 「事務・実務能力」 

学級経営上の事務処理などが的確にできたか。実習記

録や書類などを期限内に作成し提出したか。 

そしてこれに「総合評価」が加わる。 

各項目、Ａ：優れている。Ｂ：十分努力した。Ｃ：い

ま少し積極的な実習への取組が望まれる。Ｄ：実習の効

果が見られない。の４段階で評価していただいている。 

 

（２）評価結果の調査方法 

調査は、最近の状況を観察するために、平成26年度

から本年度まで教育実習に参加した学生43名について

行った。Ａ～Ｄを点数化して考察するために点数の設定

は、小さな数値で分かりやすく、実習に参加した時点で

の評価を１点としてＤからＡまで順に１～４点までと

した。個人の評価項目合計点を出す方法と全体の評価項

目ごとの平均点を出す方法で調査を行った。 

 

１）個人の評価項目合計点 

 オールＡの２８点を最高に一番低い点数の者は、１８

点であった。Ｄの評価がある者はいなかった。 

２８点の者は、全実習生（４３名）の内７名（１６％）、

実習先の校種は、中学校が４校、高校が３校であった。  

総合評価がＡであった者は２１名（４９％）、Ｂであ

った者は２０名（４９％）、Ｃが１名（２％）。点数が

低かった者は、１８点が１名（２％）高校での実習体験

者であった。１９点が２名（５％）中学校１名、高校１

名であった。 

点数が低かった実習生は、教育実習というはじめての

経験に動揺し学修してきたことを十分に発揮できない

ままに終わった学生もいる。教材研究や指導案作成に囚

われ生徒とのコミュニケーションが疎かになったり、日

誌の提出が遅れたりと苦労していたようだ。これについ

ては、学生の教材研究や指導案作成のスキルアップを図

るために､教職課程担当者が相互に連携を図る取組が必

要であると感じている。 

一方、高い評価をいただいた実習生の傾向は、実習日

誌での指導教諭のやりとりから、実習に取り組む姿勢が

懸命であり真摯である。実習が始まり数日後、板書や発

声の方法について指摘を受けた実習生が、空き時間や勤

務終了後に板書の練習を懸命に行い、数日後改善が見ら

れた。また、報告、連絡、相談が徹底されており、指導

教諭を信頼している様子も見られる。これらの学生は、

日頃の学生生活においてもメモを取る習慣があり、状況

の変化にも対応力がある。 

 

２）全実習生の評価項目ごとの平均点 

①自覚３.６点、②生徒理解と価値尊重３.４点 

③他者理解と自己変革３.６点、④教材研究３.５点、

⑤授業展開３.４点、⑥集団活動の把握と指導３.７点、

⑦事務・実務能力３.５点となった。そして、総合評価

は、３.４点であった。 

 

＝グラフ１ 点数化したグラフ＝ 

３）上記（２）の調査結果と実習日誌などの学生、 

指導教諭のコメント 

① 「教職に対する自覚」(３.６点) について 

教員を目指して自問自答し奮闘する姿が「事前・事後

指導」での実習体験感想文から読み取れる。 
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以下の斜字体文は学生の実習体験感想の一部である。 

はじめての授業では、準備したものを上手に使えず。

声量、時間配分など問題点が多かった。しかし、空き時

間などを利用して、繰り返し模擬授業を行い少しずつ改

善され実習が終わる頃に指導教諭に評価していただい

たことが自信となった。 

指導教諭の評価では、 

生徒と積極的に関わる姿が見られた。また、反省を踏

まえて次の授業ではしっかりと改善できていた点も評

価できる。 

 

②「生徒理解と価値尊重」(３.４点) 、④「教材研

究」(３.５点)、 ⑤「授業展開」(３.４点) について 

これら②④⑤は、授業を行う上で最も大切にしなけれ

ばならない項目である。②学級の生徒との信頼関係づく

りができたか（学級の実態把握）。④指導する教科の十

分な教材研究ができたか（授業設計）。⑤生徒の反応

を的確に捉え適切な発問･説明･板書で授業を展開で

きたか（授業力）。この３つがバランスよく備わっ

てこそ、しっかりとした授業が展開できると思って

いる。講義でもこれらを踏まえて授業力向上に取り

組んでいるところである。ところが、この３項目が

３.４点～３.５点の間となり低い評価となった。 

② ｢生徒理解と価値尊重｣(３.４点) について点数

の内容を分析してみると、 

調査した教育実習生４３名の内、Ａの評価を受け 

た学生が１９名、Ｂ評価が２３名、Ｃ評価が１名である。

点数にすると、Ａが７６点、Ｂが６９点、Ｃが２点、計

１４７点となり、平均３.４点（１４７点／４３名）と

なった。 

Ａ（優れている）とＢ（十分努力した）の評価で見る

とＣ評価を受けた者は１名であり、Ｂ以上の評価を受け

た者が９８％（４２名）であった。④と⑤の項目につい

ても同じ内容の結果であった。ほとんどの教育実習生が

Ｂ以上の評価であったが、子どもたちを心豊かに育てる

ことのできる優れた資質能力と実践的指導力を有する

教員の育成のためには、学生自身が、常に教員としての

資質能力や実践的指導力の向上を意識して自己研鑽す

る態度も身につけさせたい。 

 

②「生徒理解と価値尊重」(３.４点)  

生徒との信頼関係があってこそ授業は成り立ってい

ることへの理解が足りないと指導者として感じた。 

実習生の何人かは、教育実習の始まった２・３日は、

緊張感もあり生徒との信頼関係を心配しながらも教材

研究や指導案作成にとらわれ、生徒との関係づくりが清

掃時間やショートホームなど限られた時間だけであっ

た学生もいた。「工業」や「数学」を希望する学生によ

っては、教育実習開始直前の打合せ時に実習担当の教科

を告げられ準備にかかる者もいた。改善方法の一つとし

て、実習校との事前の連絡体制を大学と実習校間で取り

対象学生に伝える形を取りたい。また、今後は、教材研

究や指導案作成について、更にスキルアップを重ね、実

習校の生徒と余裕を持って積極的に関わることが、生徒

理解につながり充実した授業の展開になることを理解

させ、指導力の向上を進めて行きたい。 

実習生なりに積極的にコミュニケーションを取り信

頼関係を築こうとするが、緊張感も伴い生徒理解に至ら

なかったことが反省文でにあった。  

 休み時間や給食の時間など、生徒とのコミュニケーシ

ョンを取れる時間は、積極的に生徒とかかわるようにし

た。実習初めの頃は、緊張して会話することができず。

授業中の生徒への指示もできずにいた。実習半ばには、

お互いになれて生徒の方から声を掛けてくれるように

なった。 

 

④「教材研究」３.５点 

本学では、学生が所属する学科の専門的事項につい

て、工学基礎概論など工業全般にわたる基礎学力の定着

を図っている。教職課程の関連科目の担当者が連携して

模擬授業などを実施し、教材研究についても取り組ませ

スキルアップを行っているが、実習生のなかには、思う

ように実践できなかった学生もおり、厳しい指導を受け

た学生もいた。 

指導教諭の評価より 

休み時間などを利用して，生徒と接する機会を増やそ

うとする姿勢は評価できる。しかし，肝心の教科の知識

や教材研究が不十分であった。 

このようなご指摘は、真摯に受け止め、教科の指導力

向上に努めたい。教職関係科目との連携を密に取り、指
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導教科への基礎基本の習熟度や学力向上に努めさせ、更

に、教材研究や指導案作成についてスキルアップを重ね

授業力の向上を行いたい。 

 

⑤「授業展開」３.４点 

「生徒理解」「教材研究」とともに点数が、低くなっ

た。「教員は、授業が勝負である。」と言われる。 

教材研究を十分に行い、生徒の能力や学級の状況を授

業参観などをとおして観察し、授業設計に反映させるな

ど、授業展開の基本的な技術を修得させ、学習指導案作

成や授業力向上のスキルアップを図りたい。 

また、「事前事後指導」をはじめ関係科目での模擬授

業を実施しているが、その方法や在り方に課題があると

感じている。模擬授業は、講義を受けている仲間が生徒

役となり実施される。はじめのうちは、緊張感があって

も、馴れてしまう。一人当たりの模擬授業の時間は１５

分程度である。教職課程の担当が連携して取り組み、学

校で行われている実際に近い形で模擬授業を行い、互い

の授業を参観するなど充実した取り組みを実践したい。 

学生の教育実習の反省文から 

自分が思っていることを伝えるのがこんなにも難し

いのかと痛感しました。それと同時に思ったのが，私が

今までに受けた授業で分かりやすい授業は，先生の教材

研究や生徒の分析など，ありとあらゆる努力の結晶なん

だと思いました。 

 

③「他者理解と自己変革」(３.６点) について 

実習生が、他の教育実習生の授業やベテラン教師の授

業参観をとおして良い点を参考にしようとする姿勢が

実習日誌にあった。 

同じ実習生の授業を参観する機会があった。２回目と

は、思えない完成度で声も大きく、後ろにいても聞き取

りやすかった。 

ベテラン教師の授業を参観する姿 

１限目、２限目に数学の授業を参観させていただきま

した。黒板の使い方、指示の仕方、説明をするタイミン

グ。生徒の活動のタイミングなど間の取り方などとても

参考になりました。 

指導教諭の評価より 

多くの教師と積極的に関わり、それぞれの持ち味を吸

収しようと努力する姿が見られた。 

 

⑥「集団活動の把握と指導」(３.７点) について 

評価項目の中で高い点数となった。「事前・事後指導」

などの授業では、「凡事徹底」「率先垂範」「礼儀や言

葉遣い」「指示は、全体を見て、自信のある大きな声で」

「積極的にコミュニケーション」など指導している。ま

た、教育実習に参加する学生の多くは、日頃からサーク

ル活動に参加している者が多く、協調性やリーダシップ

が発揮できたものと思われる。 

教育実習日誌より（体育祭の応援ダンスの練習） 

・・・相当行き詰まったようで終始ピリピリしていまし

た。悩んでいる生徒や泣き出す生徒も何人かいました。

こういう事態の時、どのように係わればよいのか考えさ

せられました。練習最後には、ある程度解決はできたよ

うですが、納得していない生徒がいたので、今後の練習

日程の中で介入しすぎないように気をつけて指導して

ゆきたいと思います。 

指導教諭の指導助言より 

 生徒間の意識の違いが表に出てくるときです。生徒の

話をよく聞き生徒自身で解決させるようにしましょう。 

 

⑦「事務・実務能力」(３.５点) について 

 学生は、実習をとおして生徒と関わる中で「生徒指導

論」「教育相談」などの教職課程で学んできたことを実

践する機会を得たり、また、教員が授業以外にも様々な

仕事をしていることも具体的に観察することができた。

この経験をとおして、教員の教育に対する熱意が教育現

場を支えていることに学生が気づいてくれたことが収

穫である。 

実習生の「実習から新たに学んだこと」から 

先生の仕事は、出席簿の点検、学級日誌の確認と添え

書き、生徒との相談など忙しく感じ大変だと思った。 

校長先生から「自分の仕事だけにとらわれず，子ども

が好きだという気持と教員を目指した原点を忘れない

ように」と教えていただいた。 

先生方が生徒が好きで、生徒の成長を思う熱意がある

からできる仕事だと感じました。 

 

⑧「勤務態度」について 
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実習を受ける態度や教師としての資質について勤務

態度を出勤簿、総合評価、総合所見を参考にした。「出

勤簿」には、遅刻、早退、欠席は、無かった。「総合評

価」がＡであった者は２１名（４９％）Ｂであった者は

２０名（４９％）、Ｃが１名（２％）。「総合所見」で

も、特段、勤務に関する厳しい所見はなかった。 

指導教諭の実習日誌の所見には、「陰ひなたなく懸命

に取り組む姿に好感を持った。」という内容のコメント

が多かった。これは、学生の成長はもとより、教職課程

の担当者が連携して教員としての誠実さや社会人とし

てのマナーについて共通の認識で、継続的に指導を行っ

ている成果の現れと感じている。 

 

４ おわりに 

実習日誌をとおして指導教諭の実習生に対するコメ

ントは期待感を込めた厳しい指導であり励ましであっ

たりする。また、実習生も教育実習に真摯に向き合い教

師としての力不足を身にしみて感じた期間でもあった

ようである。初めて教諭として生徒を目の当たりにして

教育実習に取り組む自分と向き合い、ベテラン教諭の授

業参観などを経験し、教員としての資質や能力、実践的

指導力について思い知らされ考えさせられた期間でも

あった。その中で、自ら気づいた課題を実習後の「事前・

事後指導」「総合演習応用」等において、教員を目指し

た課題解決の研究に取り組み、自己研鑽に励む姿は、教

育実習で関わった生徒や先生方とのふれ合いから生ま

れた絆が教師への使命感を駆り立てているように思え

てならない。実習校の学生への誠意あるご指導に感謝の

気持ちで一杯である。 

 また、教育実習日誌から学校現場では、教育改革の取

組が始まっていることも知ることができた。授業で小グ

ループが編成され、グループごとに、課題について話し

合いを行い、それを、まとめ発表するなどのアクティブ

ラーニングが見られた。それ以外にも情報機器の効果的

な活用について指導する指導教諭の所見もあった。 

大学でアクティブラーニングやＩＣＴの効果的な活

用について教職課程の担当者が連携して、模擬授業など

をとおして実践的な取組が必要であると感じた。情報機

器の基本的な操作から効果的な活用について実技指導

なども行い取り組んで行きたい。 

５ 謝辞 

それぞれの実習校で校長先生をはじめ、ご指導いただ

いた先生方、誠意あるご教示に改めて感謝申し上げま

す。教育実習に参加した学生は、先生方や生徒との関わ

りをとおして生きることへの謙虚さ、周囲への感謝の気

持ちを学ぶことができたと思っています。学生は、期限

付きの教員となって教員を目指す者、また、別の道に進

む者といましたが、教育実習が終わって大学に戻ってき

たときには、晴れ晴れとした達成感のあふれる表情でし

た。全員が、教員になりたいと固く決心をしていました。

企業に進んだ者もいましたが、教諭としての技術力と知

識を身につけ、先生方の恩に応えるべく、将来的に、教

員としてその道を歩んでくれるものと私たち教職課程

担当者は期待をしております。 

さて、本研究を行うに当たり、次の文献を参考に研究

を進めさせて頂きました。示唆に富んだ内容は、多くの

ことを学ぶことができました。また、知識の視野も広げ

ることができました。心から感謝申し上げます。以下に

掲載し感謝の意をお伝えいたします。 

ありがとうございました。 
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